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盲人歩行シミュレーション体験による盲人能力観の変容
一公民館活動において実践したネガティブな障害観を変容させる試み
i はじめに
視覚障害児・者に対して「視覚障害を持つ人は
特殊な能力を持っており、自分たちとは異なる存
在である」と感じている一般の人が多いことがい
くつかの研究によって指摘されている(河内，
1990 ;徳i乱 1989a ; 1991 ;佐島・徳田， 1991)。
この見方は視覚障害者の能力を正しく認識してい
るとは言えない。 I富人は相手の心の中をよみと
ることができるJ I点字蝕読や自杖歩行には持っ
て生まれた能力が必要である」という一般の人が
持ちやすい誤解は，コミュニケーションや社会的
自立の障壁となる可能性があり，正しい認識を与
える福祉教育的方法論が議論される必要がある。
佐島・徳田(1991)，徳田・佐藤(1991)は正
しい認識を与えるための一方法として大学の授業
や公民館活動などにおいて「点字の学習と触読の
シミュレーション体験を持つ活動」を実践し，そ
れが盲人の能力観にしゅ¥なる影響を与えるかを検
証している。本報告では，公民館で、の社会教育場
面で行った「富人歩行シミュレーション体験を持
つ活動」を取りあげ，その能力観変容効果につい
て報告したい。
E 盲人歩行シミュレーションについて
古人歩行シミュレーションによる態度変容技法
は，呂かくしを用いて視覚障害の状態を擬似体験
する方法である。その状態にならないと本当のそ
の人の気持ちゃ立場は理解できないと言われる
が，このシミュレーション法はその状態に近い体
験を持つことで視覚障害者の感じる不便や不安を
凱で感じ，認識を深めることを目的としている。
WilsonとAlcorn(1969)は被験者に 8時間の
障害シミュレーションを行わせたが，その後被験
者に有意な態度の変容が見られなかったことを報
告している。この実験で被験者がおこなったシ
ミュレーションは①盲(自に不透明な包帯をす
筑波大学徳田克己
る)，②難聴(耳栓をする)，③手IJき:手を失った状
態(手iJき手を身体・にしばりつける)，④足を失っ
た状態(車いすにすわる)の 4つであった。有意
な態度の変容が見られなかった理由として，彼ら
は，シミュレーションにおいて，実際に被験者が
障害者の擬似体験をしたかどうかが明確で、ないこ
とを挙げている。すなわちこの実験では，現実に
障害をもっ人が受けている「障害者としての
disability Jを体験したのではなく，不{更さのみ
が強調された「障害のdisabilityJだけを体験し
た可能性があると考えられるのである。これに対
してCloreとJeffrey(1972) は，条件が十分に
統制された実験を行い，障害のシミュレーション
によって態度が有意に変容し， しかもその効果が
4か月間持続するという結果を得た。この実験が
WilsonとAlcorn(1969)の実験と大きく異なっ
たのは，周囲の s般人がシミュレーション体験者
をどのような白で見ているかを常にフィード、バッ
クできる点であった。つまり I障害者としての
disability Jを体験できたわけである。
また徳田(1989b )は，短期大学幼児教育科女
子学生を被験者に選び，盲人歩行シミュレーショ
ン体験の態度変容に及ぼす影響を確かめている。
その実験では，被験者はまず教室内で視覚障害者
の手引きの方法の講義を受け，その後ペアになり，
ひとりがアイマスクをして視覚障害者のシミュ
レーションを行い，残りのひとりがその手引き者
となって校舎内を歩行した。さらに，校舎より約
100メートル離れている公園まで，点字ブロック
にそって歩行した。公園内では，手引き者に援助
されながら遊具(ブランコ，i骨り台など)を体験
したり，いろいろな物を触察した。その後，点字
ブロックを利用して学内まで独力で歩行し，教室
内に戻った。学内，道路，公園内には実験に無関
係の多くの人がいたが，それら周囲の人の様子は
手引き者を通じて被験者に詳細に伝えら'れた。こ
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の手続きによって被験者は 1埠害者としての
disability Jを多少とも体験できたと思われる。
アイマスクをして約 1I時間のシミュレーションを
行った被験者の態度の変化についてみると 1視
覚障害者は特殊な能力を持っている!とする誤っ
た認識が弱まる傾向が認められた口これは自分で
もアイマスクをした状態で歩くことができ，また
さわることによって多くの物がわかるという被験
者の自己体験が「盲人は超能力とも るほどの
特殊な能力を俄えている jという考えを変化させ
たのである。 1-手引き体験法J (徳i王1， 1990)で
は富人と一緒に歩いたにもかかわらず，学生の擬
似体験がなかったために宮人の能力を過大評価し
すぎる結架となっている。
I 方法
①被験者
埼玉県川口市青木公民fIlkおよび前川公民館にお
いて開催された講座に参加した成人婦人90名 (28
歳~63歳)。
②手続き
川口市青木公民館の平成2年度家庭教育講座お
よび間前}I公民館の平成2年度婦人学級に任意に
参加した被験者に対して，まず富人の能力観を認
べるための質問紙調査をプリテストとして行っ
た。続いて，講義室内で視覚障害者の手引きの方
法の講義を受け (20分)，その後ふたりずつの組
になり，ひとりがアイマスクをして盲人歩行のシ
ミュレーションをおこない，残りのひとりがその
手引き者となって公民館内と建物周辺を歩行した
(30分)。途中で富人役と手引き者役は交代した。
またその|際，路上や建物件jのいろいろなもの(植
物，自転車，電柱，消火器，ネームプレート，自
動車など)を触察する体験を持った。その後ポス
トテストが行われ，終了後，盲人の教育や心理学
的特性に関する講義が行われた (60分)。
③使用した質問紙
富人の能力観を調べるための尺度として徳日3
(1991)の考案した13項目から構成されている
人能力 r0l尺度」を)~~ l iた。この尺度は言人の能力
と対象者自身の能力を対比して回答させるもので
あり 1-古人の持つ能力が訓練や経験の結果であ
る」と認識しているかどうかが明らかになるもの
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である。 回答は 7件法によって求めた。また結果
は間隔尺度のデータとして処理した。その項目を
以下に示す。
1 盲人は普通の人のもっていないような特別な
能力をもっていると思いますか。
iヨ，1:.、つ ¥官、わない
2 盲人が白い杖をつきながらひとりで歩くには
特別な能力が必要で、あると思いますか。
3 あなたは訓練すれば，呂かくしをして，杖を
使ってひとりで歩けると思いますか。
4 盲人が点字を指先で読むには，特別な能力が
必要であると思いますか。
5 あなたは訓練すれば，指先で:点字を読むこと
ができると思いますか。
6 富人は心のjヨで，相手の考えていることが分
かると思いますか。
7 あなたは訓練すれば、，心の目で相手の考えて
いることがわかるようになると思いますか。
8 盲人は聴覚が普通の人に比べて良いと思いま
すか0
9 あなたは訓練すれば聴覚が良くなると思いま
すか0
10 盲人は「かん」が鋭いと思いますか。
11 あなたは訓練すれば「かん」が鋭くなると思
いますか。
12 盲人には音楽的才能があると思いますか。
13 あなたは訓練すれば，音楽的な才能を身につ
けることができると思いますか。
1¥1結果
表 1に，宮人歩行シミュレーション体験前後の
各項目の得点とそれらの平均の差を確かめるため
の対応のある t検定の結果を示した。全体的にみ
ると， 13項目のうち11項目について体験前後に有
意な得点の変化があったことが確認できた。点字
触読体験(徳田・佐藤， 1991)では 8項目に有意
な得点の変化が認められているので，全体的な変
容効果は今回の盲人歩行シミュレーション体験法
の方が大きかったと言えよう。
第 1項目の「富人は特別な能力をもっているかJ
については，学習前にはかなり強くそのような能
力を認めていたが，富人歩行シミュレーションを
体験した後ではその傾向はなくなっている。また，
百人渉行シミュレーション体験による寄人能力観の変容
表] 盲人歩行シミュレーション体験の変容結果
項白番号 体験前 体験後 t 1痘 危険率
l 2. 54 4. 00 5. 36 1 % 
2 2. 59 4. 3] 6. 22 1% 
3 4. 66 3. 02 6. 39 1% 
4 2. 74 4. 29 5. 53 1 % 
5 3. 4] 2. 24 5. 26 1% 
6 2. 99 3. 63 2. 86 1% 
7 3. 66 3.3] l. 64 
8 1. 90 2. 68 3. 49 1% 
9 3. 66 2. 94 2. 95 1 % 
] 0 1. 76 2.44 3. 20 1 % 
]] 3. 71 3. 10 2. 53 5% 
12 3. 02 3. 4] 2. 05 5% 
13 4. 00 3. 60 1. 94 
第2項目の「古人がiきい杖をつきながらひとりで
歩くには特別な能力を必要とするか」において体
験後には「特別な能力を必要としなしリ方向に能
力観が変容していること，および第 3項目の「あ
なたも訓練すれば，自かくしをして，杖を使って
ひとりで歩けるかJにおいて体験後に「自分も歩
ける」と強く感じるようになることなどの結果か
ら，今回の盲人歩行シミュレーションの体験に
よって，被験者は富人の能力を正しく認識できる
ようになったことが確認された。
第4項目の「盲人が指先で、点字を読むには特別
な能力が必要か」において，体験後には「特別な
能力を必要としない」方向に能力観が変容し，ま
た第 5項目の「あなたは訓練すれば指先で点字を
読むことができるか」において「できる」方向に
意見が変容した。直接的に点字触読を体験してい
ないにもかかわらず，これらの項自に変容がみら
れたのは，盲人歩行シミュレーション体験による
変容効果の般化があったためであろう。徳田・佐
藤(1991)によれば点字蝕読体験によっても盲人
の歩行や他の能力に対して適正な評価を行うよう
になり，変容効果の般化があることが確認されて
いる。
同様に第 8項目の「富人は正限者に比べて聴覚
が良いかJ，第10項目の「富人はかんが鋭いか」
の2項目において，体験後に，盲人の能力を正し
く認識する方向に意見が変容していることも効果
の般化がみられている点である。
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V まとめ
本実験および、点字触読体験の効果検証実験(徳
田・佐藤， 1991;佐島・徳圧し 1991)の結果から
以下のことが導かれる。
①盲人の能力についてのJEしい認識は，情動的
な反応のみが生起される手続きでは形成されな
l ¥。
②盲人の持つ能力についての客観的な内容の情
報を講義などによって伝達することは，古人の
能力観の変容のための必要条件である。
③客観的情報の提供に加えて，視覚障害のシ
ミュレーション(点字触読，盲人歩行，教材の
触察など)が実施されることで，変容効果を高
め得る。また，変容効果の般化現象がみられる。
富人の持っている能力に対する評価は，文化や
価値観の影響を受けているものの，個人の体験に
規定されるところが大きいと考えられる。その体
験とは，盲人との直接的な接触体験だけに限らず，
家族や友人の話やテレビ-小説などを通じた間接
的体験を含んだものである。現代は情報化社会で=
あり，さまざまなメディアによって障害や障害者
に関する話題が多く提供されている。誤った，あ
るいは誇張された情報によって，障害者に対して
ステレオタイプイとされたイメージが形成されるこ
とは樟害者の社会的自立のためにも避けなければ
ならない。
そのためには，小学校，中学校段階での系統的
な福祉教育が必要となる。誤った，あるいは誇張
された情報にふれてステレオタイプ化されたイ
メージが形成される前に，正雄な知識が与えられ，
正しい認識が形成される手続きがとられなければ
ならない。しかし，その手続きは単なる情報の伝
達に終わってはならず，将来にわたって正しい認
識を持ち続けることができ，しかも障害児・者に対
する実際の援助行動を生起させるものでなければ
教育効果があるとは言えない。また福祉教育の重
要性は高等教育や社会教育においても同様であ
り，態度や能力観の変容に対する抵抗が小学校・
中学校段階に比べて大きいとはいえ，生涯教育の
視点から進めてし1く必要がある。
特に，幼児や児童を持つ母親に対ーする働きかけ
が家庭内での話題の増加につながり，子供の態度
変容に効果的であることを柴)1.徳田・佐島
徳日:1 克己
(1991， 1992)が日本保育学会において報告して
おり，その知見にもとづいてPTA活動などにお
ける障害理解教育活動を継続的に実践している。
今後は主主主l~教育の仁1]での障害現解教育を進めて
いくとともに，各実践の教育的効果を態度変容と
援l:l)J行動発現の視点から評価していきたいと考え
ている。
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